
（令和５年６月信州母子保健推進センター発行）

令和５年度になり、早二か月半。 新型コロナウイルス感染症が5月8日に5類になったこともあり、
今年度は様々な事業が本格始動しているのではないかと思います。アフターコロナの母子保健事業の
様子をお聞かせいただけると嬉しいです。
今回は、市町村母子保健担当者会議の質疑応答、令和５年度乳幼児身体発育調査、令和3年度
新生児聴覚検査の実施状況についてです。

令和5年５月24日に開催した市町村母子保健担当者会議には、71市町村からの参加がありました。当日は、事前
配布した資料に沿って、担当者から説明を行いました。
質疑応答の内容については以下のとおりです。その他、ご不明な点がございましたら、担当者までご連絡ください。

令和５年度 R5.６.16

信州母子保健推進センターだより No.２

令和５年度母子保健技術研修会Ⅰの開催について

信州母子保健推進センターNo.１（R5.4.26発行）で「母子保健技術研修会Ⅰ 乳幼児健診の基本のきほん」
についてお知らせしましたが、開催日が下記のとおり変更となりました。参加を検討されていた市町村におかれまし
ては、申し訳ありませんが、予定の変更をお願いします。詳細は後日、通知します。

なお、７月１４日には、県民文化部こども若者局主催のこども家庭センターに関する講演会が開催される予定です。

質 問 回 答

◆産後ケア事業 減免支援について
全ての産婦への減免支援の対象は、宿泊型を利
用した場合のみですか。

子ども家庭庁から母子保健医療対策総合支援事業実施
要綱、母子保健衛生費国庫補助金交付要綱が発出されてい
ないため、詳細はわかりません。発出が確認されましたら、ご
連絡します。

◆小児救急電話相談事業（＃８０００）について
＃８０００がつながらなかった時の電話番号
「０２６３－３４－８０００」のマグネットを配布していま
すが、この電話番号では相談ができないということ
でしょうか。
「026-235-1818」を記載したマグネットが欲し
い場合はどうしたらよいですか。

現在、＃８０００がつながらなかった時の電話番号は「026-
235-1818」をご案内しています。令和6年3月末までは
「０２６３－３４－８０００」でも相談可能ですが、令和6年度以降
は電話がつながりません。
「026-235-1818」を記載したマグネットは、令和5年2月
ごろ市町村あて送付しておりますので、そちらを配布いただく
ようお願いします。

◆母子保健衛生費国庫補助金について
令和4年度の実績報告及び令和5年度の申請は
いつ頃になりますか。

【令和4年度実績報告】報告についてこども家庭庁から通知
が届き次第、ご連絡しますので、実績報告に向け取りまとめを
お願いします。
【令和5年度交付申請】令和5年度の母子保健衛生費国庫
補助金交付要綱が発出されていないため、お待ちください。
実績報告・交付申請ともにご不明な点がありましたら、県へ
の提出前に担当者にご相談ください。

◆プレコンセプションケアについて
今年度の不妊・不育症支援事業及びプレコンセプ
ションケアのリーフレットの配布はありますか。

いずれのリーフレットも今後、配布予定です。お手元に届きま
したら、対象となる方への周知をよろしくお願いします。

変更前 令和５年７月１４日（金） 変更後 令和５年７月２６日（水）

低出生体重児の身体発育曲線について

こども家庭庁より「医療機関退院後の低出生体重児の身体発育曲線（２０２２年）」及びその活用のための「保
健医療専門職向け利用の手引き」を作成し、「健やか親子２１ 妊娠・出産・子育て期の健康に関する情報サイト」に
掲載した旨の情報提供がありました。 https://sukoyaka21.cfa.go.jp/useful-tools/thema3/
保健指導等にご活用ください。
なお、低身長の診断ややせ・肥満の評価には、一般的な乳幼児身体発育曲線を用いて行う必要があります。

https://sukoyaka21.cfa.go.jp/useful-tools/thema3/


（令和５年６月信州母子保健推進センター発行）
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お読みいただいたご感想・ご意見をお寄せください。お待ちしております。

○令和５年３月３１日、令和３年度の「新生児聴覚検査の実施状況等について」が厚生労働省から公表されました。
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全 国 1,741 1,740 99.9 1,272 73.1 1,133 65.1 1,486 85.4

長野県 ７７ 77 100.0 28 36.4 54 70.1 62 80.5
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＊：長野県国民健康保険団体連合会調査

都道府県別公布負担実施状況（図）

公費負担実施

R4年度から実施
（予定）

R５年度から実施
（予定）

検討中

未定

○長野県国民健康保険団体連合会の調査から
長野県では、令和５年度から長野県国民健康保険団体
連合会（国保連）が取りまとめて検査費用の請求事務を
行う「新生児聴覚検査料収納支払事務」が開始されました。
長野県国民健康保険団体連合会の調査によると、公費負
担実施市町村が71市町村（92.2％）となりました（表１）。
また、 助成内容は、「初回検査のみ」が４６市町村、「初回
検査と確認検査」が２４市町村となっています（表２）。

（長野県国民健康保険団体連合会調査）

助成検査 助成額 市町村数

全額 4

5,000円まで 32

5,001～6,000円 6

6,001～7,000円 0

7,001円以上 4

全額 9

総額5,000円まで 1

総額5,001～6,000円 2

総額6,001～7,000円 1

検査１回あたり5,000円上限 9

検査１回あたり6,000円上限 1

初回5,000円上限、確認3,000円上限 1

1

71合　計

検査費用を含め、独自の出産祝い金を支給

初回検査

回数：1回

(46市町村）

初回検査

＋

確認検査

回数：2回

（２４市町村）

表１ 新生児聴覚検査公費負担状況(長野県内）

表２ 新生児聴覚検査公費負担回数と助成金額


